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麻しん（はしか）患者の発生について 

 
平成３０年８月３１日（金）、鈴鹿保健所に鈴鹿市内の医療機関から麻しんの発生届の提出が

あり、検査の結果、麻しんと確定されました。 

本公表は、患者と接触した方が、麻しんに感染している可能性があるために、広く情報提供を

行うものです。 

報道機関の皆様におかれましては、感染症法の趣旨に則り、個人情報保護の観点から本人等が

特定されることがないよう、格段のご配慮をお願いします。 

 

１ 患者の概要 

２０歳代 女性 鈴鹿市在住（外国籍） 学生 

ワクチン接種歴不明 

 

２ 患者の経過 

  ８月１９日（日）ベトナム滞在中に発熱。 

  ８月２３日（木）０時２５分 ベトナムノイバイ空港発 ６時５５分 中部国際空港着 

          （ⅤＮ３４６便） 

        空港到着後、直ちに鉄道を利用し近鉄平田町駅を下車しタクシー（会社不

明）で自宅へ帰宅した。   

鉄道利用時間 ８時００分頃から １４時００分頃 

  ８月２４日（金）自宅療養 

  ８月２５日（土） 発熱に加え腹痛の症状がみられたため、救急車にて鈴鹿市内の医療機関

（A）を受診した。 

          回復傾向がみられず、救急車にて鈴鹿市内の医療機関（B）を受診した。 

  ８月２６日（日）回復傾向がみられず、救急車にて鈴鹿市内の医療機関（C）を受診した。 

  ８月２７日（月）タクシー（会社不明）にて再び鈴鹿市内の医療機関（C）を受診し入院と

なった。 

  ８月２８日（火）発疹出現。 

８月３１日（金）検査の結果、麻しんと確定された。 

９月 １日（土）患者は現在入院中ですが、快方に向かっています。 

 

【県民の皆様、利用便同乗者、同時間帯空港利用者及び公共交通機関利用者の皆様へ】 

麻しん（はしか）を疑うような症状（高熱・咳・鼻水・目の充血等）が現れた場合は、必ず

事前に医療機関へ連絡し、麻しん（はしか）の疑いがある事を伝えてください。受診の際は公

共交通機関の利用を控えて医療機関の指示に従って受診をしてください。 

また、麻しん（はしか）は感染力が強く、空気感染するため、手洗い、マスクのみでは予防

できません。ワクチン接種が最も効果的な予防法ですので以下の予防接種歴等を確認してくだ

さい。 

 

三重県医療保健部 薬務感染症対策課 

感染症対策班   担当：金谷・小掠 

電話 : 059-224-2352 

県政 F ネット 
連  絡  先 



 

〈確認事項〉 

① ２回の麻しんワクチンの予防接種を受けている。 

② 過去に麻しんにかかったことが明らかである。 

③ 既に発症予防に十分な麻しん抗体価を保有している。 

※①から③のいずれにも当てはまらない方は、かかりつけ医療機関に相談のうえ、麻しんワ

クチンの接種を検討してください。 

 

 
【参考】麻しん発生状況：届出数（四日市市保健所分を含む） 

年 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 
 
三重県 
 

 
43 

 
2 

 
7 

 
2 

 
1 

 
5 

 
1 

 
0 

 
6 

 
22 

 
1※1 

 
全国 
 

 
11013 

 
732 

 
447 

 
439 

 
283 

 
229 

 
462 

 
35 

 
165 

 
189 

 
201※2 

※１：2018 年 8 月 31 日（本件含む）現在。なお５月に麻しん患者が発生していますが愛知県  

   に届出があったため、当県での発生届は１人目となります。 

        

※２：2018 年 8 月 19 日現在 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


